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全体を通して（事業所の優れている点、独自に工夫している点など）

◇特に評価の高い点
・施設長の強力なリーダーシップのもと、職員全員が一丸となって全力で施設運営に取り組んでいる様
子がうかがえます。
・オンリーワンの職員集団で、ナンバーワンの施設・職場を目指すという特色ある職員育成をされてい
ます。
・最新の電子システムを導入し、交代制勤務においても職員の情報共有が図られるよう工夫がされて
います。
・交流行事をはじめ地元自治会等との連絡・協力関係が強く結ばれ、災害時の準避難所の指定を受
け、さらに自治会集会の公民館的機能も果たしており、地域になくてはならない社会資源になっていま
す。
・初めての自己評価、第三者評価の取組を積極的に活用し、評価結果の分析から改善計画、実施に
至るまでの業務改善に取り組む姿勢は他の模範です。

◇改善を求められる点
・現在、施設の新たな中・長期計画を策定中とのことなので、今後、国の動向を見据えながら策定が急
がれます。
・組織的、計画的な人事管理の為に、「オンリーワン職員の育成、活用」という着眼点をよい評価につ
なげ、施設独自の人事考課制度の確立が望まれます。

　下関大平学園は「オンリーワンのプロ子育て集団」を目指しています。
　職員ひとり一人の長所・特色を活かし、許容範囲の短所をフォローしあえる組織づくりを全職員が
行っています。その中で、今回指摘を受けた「人事考課制度の確立」について、当園の特色を消さない
ような制度を今後模索していこうと考えています。
　また、幹部職員が「あくまで職員は労働者である」という意識を持ち、より一層、職員個々のマンパ
ワーが発揮できるよう労働環境を整備し、子どもたちの最善の利益に繋がるよう努力していきます。
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